
いつも楽しい雰囲気のお店です

☆
カ
ン
ト
リ
ー
ス
タ
イ
ル
の

お
店
で
フ
ラ
ン
ス
料
理
を

Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
の
前
に

●
あ
る
〃
ヘ
ン
リ
ー
の
お
い
し
い

夢
″
は
、
今
で
は
も
う
珍
し
く

な
く
な
っ
た
「
手
頃
な
値
段
で

楽
し
め
る
フ
ラ
ン
ス
料
理
屋
」

の
先
駆
け
的
存
在
の
お
店
。

古
い
家
屋
の
廃
材
と
レ
ン
ガ

で
つ
く
ら
れ
た
店
内
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
田
舎
屋
風
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
て
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
雰
囲
気
が
漂
う
。

お
す
す
め
は
〃
ヘ
ン
リ
ー
の

お
ま
か
せ
コ
ー
ス
″
（
３
千
Ⅷ

円
）
で
、
プ
ラ
ス
千
Ⅷ
円
で
フ

ル
コ
ー
ス
が
楽
し
め
る
。
ま
た

〃
魚
介
の
ク
リ
ー
ム
煮
パ
イ
包

み
″
（
剛
円
）
、
ケ
ー
キ
・
シ
ャ
ー

ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
間
違
い
な

し
。
「
安
く
て
、
う
ま
い
」
と
評

判
の
こ
の
店
の
お
す
す
め
は
、

そ
の
日
に
入
荷
し
た
珍
し
い
魚

を
盛
り
合
わ
せ
た
〃
三
品
料

理
″
（
千
円
）
、
〃
源
ま
き
″
（
千

円
）
等
だ
が
、
な
か
で
も
絶
品

の
〃
サ
ザ
エ
の
和
風
ス
ー
プ
″

（
千
円
）
は
一
度
食
べ
た
ら
、

一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
程
だ
。

ま
た
ブ
レ
ー
ブ
ス
の
選
手
も

よ
く
来
る
の
で
、
プ
ロ
野
球
フ

ァ
ン
な
ら
見
逃
せ
な
い
店
だ
。

国
神
戸
市
中
央
区
王
子
町
Ｉ
１
４
１
ｍ

Ｐ
Ｍ
５
１
Ｐ
Ｍ
Ⅱ
（
日
阻
休
）

茸
醐
１
２
０
５
９

☆
神
一
戸
・
北
野
が

ラ
テ
ン
の
リ
ズ
ム
に
震
捷

パ
ラ
グ
ア
イ
共
和
国
の
音
楽

大
使
と
し
て
世
界
各
国
で
コ
ン

サ
ー
ト
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
る

ロ
ス
・
イ
ン
デ
ィ
オ
ス
の
ラ
イ

ヴ
が
４
月
岨
日
、
北
野
の
ミ
キ

シ
コ
料
理
〃
テ
ィ
フ
ァ
ー
ナ
〃

（
毎
如
ｌ
Ｏ
Ｏ
４
３
）
で
開
か

れ
、
つ
め
か
け
た
観
客
は
ラ
テ

ン
の
リ
ズ
ム
に
酔
い
し
れ
た
。

び
っ

ショッピングの帰りにお立ち寄り下さい

オープンキツチンで食事が楽しめます

ベ
ッ
ト
・
フ
ル
ー
ツ
を
６
品
盛

り
合
わ
せ
た
〃
グ
ラ
ン
・
デ
セ

ー
ル
〃
（
伽
円
）
も
大
好
評
。

お
い
し
い
も
の
に
目
が
な
い

女
性
の
方
は
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

画
神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
２
１
４
１
氾

Ａ
Ｍ
Ⅲ
即
卯
Ｉ
Ｐ
Ｍ
２
・
Ｐ
Ｍ
５
１
犯

宮
知
１
７
６
８
８
（
無
休
）

☆
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
の
中
に

旬
の
味
あ
り

生
き
た
魚
を
目
の
前
で
さ
ば

い
て
も
ら
い
口
に
す
る
醍
醐
味

は
、
い
け
す
料
理
な
ら
で
は
の

仏
〕
の
。阪

急
王
子
公
園
駅
か
ら
徒
歩

２
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
〃
寿
し

源
・
上
店
〃
も
そ
ん
な
お
店
。

店
内
の
い
け
す
に
は
、
と
れ
た

●
ｅ

て
の
い
き
の
い
い
魚
が
泳
ぎ
回

っ
て
お
り
、
食
通
の
目
を
楽
し

☆
一
種
類
ご
と
に
生
地
が
違
う

職
人
気
質
の
ケ
ー
キ
を

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
や
グ
ル
メ

誌
で
お
な
じ
み
の
〃
メ
ゾ
ン
。

ド
・
フ
ァ
リ
ー
ヌ
″
が
プ
ラ
ン

タ
ン
２
号
店
の
地
下
２
階
に
オ

ー
プ
ン
し
た
。

こ
の
お
店
の
ケ
ー
キ
は
、
フ

ル
ー
ツ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、

と
て
も
美
味
し
い
の
に
ど
れ
も

剛
ｌ
捌
円
。
そ
の
安
さ
の
秘
密

は
、
「
い
い
材
料
を
使
っ
た
本
物

の
ケ
ー
キ
を
た
く
さ
ん
の
人
に

142
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ロス・インディオスの熱いステージ

食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う

職
人
さ
ん
の
頑
な
な
ま
で
の
ポ

リ
シ
ー
に
あ
る
そ
う
だ
。
製
法

も
凝
っ
て
い
て
、
一
種
類
ご
と

に
生
地
を
変
え
、
ス
ポ
ン
ジ
の

使
い
方
に
も
気
が
配
ら
れ
て
い

る
〃
姿
″
は
ま
さ
に
芸
術
品
。

〃
青
リ
ン
ゴ
の
ム
ー
ス
″
（
伽

円
）
、
〃
ミ
ロ
ワ
ー
ル
・
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
″
（
卸
円
）
等
、
ぜ
ひ

お
試
し
を
。

ロ
神
戸
市
中
央
区
雲
井
通
６
１
１
１
１

Ａ
Ｍ
㈹
ｌ
Ｐ
Ｍ
８
（
水
晒
休
）

茸
測
－
０
０
７
７
（
内
線
叩
）

９
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は
妬
年
間
サ
ン
バ
を
踊
り
、

神
戸
っ
子
サ
ン
バ
チ
ー
ム
の

ダ
ン
ス
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
。
し
か
し
、
し

っ
と
り
と
、
一
杯
ず
つ
カ
リ

タ
で
入
れ
て
く
れ
る
コ
ー
ヒ

ー
（
捌
円
）
は
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
／

営
業
時
間
は
８
時
’
昭
時

だ
が
、
夜
は
貸
切
パ
ー
テ
ィ

を
受
付
け
て
く
れ
る
。
窓
の

外
の
花
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
、
昼
と
は
違
っ
た
雰
囲
気

が
味
わ
え
ま
す
。
一
人
３
０

０
０
円
か
ら
、
記
Ｉ
訓
人
の

パ
ー
テ
ィ
が
で
き
ま
す
。

回
神
戸
市
中
央
区
礎
辺
通
１
１
１
ｉ

肥
カ
サ
ベ
ラ
国
際
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
Ｂ
１

Ａ
Ｍ
８
１
Ｐ
Ｍ
６
（
臼
祝
祭
日
体
）

茸
酬
１
５
０
５
６

息

☆
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
へ
お
越
し

の
方
へ
、
ど
う
ぞ
ひ
と
休
み

元
町
通
の
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ

プ
〃
エ
ポ
ッ
ク
″
が
今
年
で
加

周
年
を
迎
え
る
。

普
段
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
客

層
の
主
流
だ
が
、
土
・
日
と
も
な

る
と
観
光
客
が
ど
っ
と
押
し
寄

せ
る
と
い
う
。
と
い
う
の
も
、

鍵
懲

☆
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

デ
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト

コ
ー
ヒ
ー
。
ア
ン
ド
。

テ
ィ
ー
ラ
ウ
ン
ジ

「
碧
い
葡
萄
」

白
い
壁
に
大
き
な
窓
、
地

中
海
の
風
が
吹
く
喫
茶
店
。

貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
一
筋

東
に
あ
る
〃
碧
い
葡
萄
″
は

オ
ー
ナ
ー
が
替
わ
り
、
４
月

４
日
か
ら
美
人
マ
マ
・
安
田

美
佐
枝
さ
ん
が
妹
さ
ん
と
二

人
で
オ
ー
プ
ン
。
お
昼
の
カ

レ
ー
セ
ッ
ト
伽
円
（
さ
ら
だ
、

こ
う
ひ
い
つ
き
）
は
お
手
軽

で
嬉
し
い
。
カ
レ
ー
は
、
お

母
さ
ん
の
経
営
す
る
セ
ン
タ

ー
プ
ラ
ザ
西
館
の
カ
レ
ー
専 くつろぎのひとときをあなたに

門
店
特
製
な
の
で
、
お
味
は
折

紙
付
き
。

ま
た
、
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
伽
円

（
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
、
オ
レ
ン
ジ

ヶ
ー
キ
）
は
、
マ
マ
の
手
作
り

で
お
推
め
品
。
ひ
と
味
違
う
の

は
、
サ
ン
バ
の
リ
ズ
ム
が
込
め

ら
れ
て
い
る
か
ら
…
。
お
二
人

少人数ならこのカウンターでどうぞ

こ
の
店
は
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
へ

遊
び
に
行
く
人
た
ち
の
格
好
の

中
継
ポ
イ
ン
ト
と
い
う
わ
け
。

サ
イ
フ
ォ
ン
で
滝
れ
て
く
れ

る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ブ
レ
ン
ド
が

美
味
し
い
。
使
用
し
て
い
る
カ

ッ
プ
も
英
国
調
の
感
じ
の
い
い

も
の
が
多
く
、
ウ
エ
ー
タ
ー
の

接
客
も
ス
マ
ー
ト
。

他
に
、
手
作
り
の
ホ
ッ
ト
ケ

ー
キ
も
お
奨
め
。

回
神
戸
市
中
央
区
元
町
通
３
丁
目

Ａ
Ｍ
８
１
Ｐ
Ｍ
８
（
日
祝
は
Ａ
Ｍ
９
１
）

宮
剰
１
３
６
９
４
（
無
休
）

★
低
予
算
で
、
｛
局
級
感
覚
の

活
魚
料
理
を
存
分
に

北
野
坂
の
イ
ス
ズ
ベ
ー
カ
リ

ー
の
と
な
り
に
５
月
Ⅳ
日
、

〃
魚
が
し
酒
場
多
聞
丸
・
北

野
坂
店
″
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

白いカーテン越しに、花がきれい。

び
〃
（
千
円
）
〃
せ
せ
ら
ぎ
〃
（
２

千
訓
円
）
、
夜
は
５
千
１
１
万
２

千
円
ま
で
３
コ
ー
ス
が
用
意
さ

れ
て
い
る
。
〃
こ
も
れ
び
〃
以
外

は
要
予
約
な
の
で
ご
注
意
を
。

回
神
戸
市
中
央
区
栄
町
通
３
‐
６
１
加

矢
代
ピ
ル
Ｂ
１
Ｆ
Ａ
Ｍ
川
輔
犯
ｌ
Ｐ

Ｍ
２
・
Ｐ
Ｍ
５
１
加
（
日
風
体
）

何
通
１
５
４
３
５

屋
形
船
を
模
し
た
店
内
で
は

多
聞
丸
チ
ェ
ー
ン
な
ら
で
は
の

新
鮮
な
活
魚
料
理
が
、
居
酒
屋

並
み
の
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
予
算

で
存
分
に
味
わ
え
る
。
鯛
の
さ

し
み
が
棚
円
、
活
魚
盛
合
わ
せ

が
Ⅷ
円
等
々
。
な
か
で
も
お
す

す
め
は
〃
多
聞
丸
″
（
６
千
剛

円
）
で
、
大
人
数
の
グ
ル
ー
プ

鰯
や

落ち藩いた雰囲気のお店です

目需ヨ

１
１４３
１

に
は
最
適
。

客
層
は
、
重
役
風
の
オ
ジ
サ

マ
か
ら
若
い
女
性
ま
で
と
幅
広

く
、
会
社
帰
り
や
宴
会
に
は
も

っ
て
こ
い
の
お
店
だ
。

回
神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
１
１
８
１

胸
互
陽
ピ
ル
Ｂ
１
Ｆ
Ｐ
Ｍ
５
１
翌

Ａ
Ｍ
２
茸
軸
－
６
６
１
１
（
無
休
）

☆
昼
は
気
軽
に
弁
当

夜
は
本
格
的
懐
石

海
文
堂
の
う
ら
に
あ
る
〃
神

戸
料
理
・
愛
味
（
あ
い
び
）
〃

は
、
新
鮮
で
美
味
し
い
旬
の
味

が
楽
し
め
る
店
だ
。
「
家
庭
で

は
食
べ
ら
れ
な
い
料
理
を
お
客

様
に
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、

目
と
舌
の
両
方
を
満
足
さ
せ
て

く
れ
る
。

昼
の
お
す
す
め
は
〃
こ
も
れ
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の
理
解
を
深
め
よ
う
と
す
る
人

々
で
連
日
盛
況
。

語
学
堪
能
な
６
人
の
専
従
職

員
が
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
の
っ
て

く
れ
る
。

回
開
館
時
間
は
い
時
か
ら
釦
時
ま
で
。

土
昭
の
み
岬
時
ま
で
。
中
央
区
江
戸
町

蛇
番
地
江
戸
町
Ｓ
Ｋ
ピ
ル
５
Ｆ

☆
ク
リ
ス
タ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
が

神
戸
に
や
っ
て
来
る

新
造
豪
華
外
航
客
船
「
ク
リ

ス
タ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
が
６
月

銅
日
蝿
時
か
ら
詑
日
５
時
ま
で

神
戸
に
入
港
し
停
泊
す
る
。

☆
第
１
回
小
島
輝
正
文
学
賞
に

桝
谷
優
「
北
大
阪
線
」
が
決
定

フ
ラ
ン
ス
文
学
者
で
神
戸
大

学
教
授
だ
っ
た
故
・
小
島
輝
正

氏
は
、
生
前
、
同
人
誌
の
論
評

を
通
じ
て
新
人
育
成
に
尽
力
さ

れ
た
。
故
人
の
意
思
を
受
け
継

い
で
設
立
し
た
の
が
小
島
輝
正

文
学
賞
（
主
催
／
小
島
輝
正
著

作
集
刊
行
会
）
。

第
１
回
受
賞
作
は
桝
谷
優
さ

ん
（
奈
良
市
在
住
・
鯉
歳
）
の

「
北
大
阪
線
」
と
決
定
し
、
５

月
５
日
、
兵
庫
県
教
育
会
館
で

「
輝
正
忌
と
小
島
輝
正
文
学
賞

贈
呈
の
会
」
が
行
わ
れ
た
。

当
日
は
小
島
氏
ゆ
か
り
の
文

学
関
係
者
ら
伽
名
が
出
席
、
桝

= ＝= 司茜愛一

☆
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

あ

二
十
五
周
年
感
謝
の
つ
ど
い

盛
会
の
う
ち
に
開
催

昭
和
四
十
年
五
月
、
本
運
動
が
ス
タ

ー
ト
し
て
以
来
、
多
く
の
方
の
協
力
と

支
援
に
恵
ま
れ
、
本
日
ま
で
実
践
し
て

参
り
ま
し
た
。
今
年
は
創
立
二
十
五
周

年
を
迎
え
る
の
を
記
念
し
て
、
五
月
十

二
日
に
神
戸
市
動
労
会
館
で
記
念
日
を

祝
い
ま
し
た
。

五
月
に
入
り
ま
し
て
、
神
戸
、
産

経
、
読
売
、
毎
日
、
朝
日
の
有
力
五
紙

が
本
迎
動
と
記
念
日
の
開
催
を
紹
介
し

て
下
さ
っ
て
雰
囲
気
が
盛
り
あ
が
り
、

関
心
の
あ
る
方
か
ら
の
照
会
が
相
つ
ぎ

ま
し
た
。
当
日
は
心
配
さ
れ
た
雨
も
降

ら
ず
薄
陽
の
さ
す
天
候
に
恵
ま
れ
て
、

約
六
百
人
も
の
方
々
の
参
加
を
得
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

先
ず
藤
本
代
表
が
「
皆
様
の
長
い
間

の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
感
謝
し
、
特
に

匿
名
で
長
い
こ
と
寄
附
を
続
け
て
下
さ

る
蚊
の
涙
さ
ん
や
名
和
岩
根
さ
ん
に

は
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
子
供

番
組
の
「
お
母
さ
ん
と
一
緒
」
の
米
田

和
正
さ
ん
グ
ル
ー
プ
と
、
楽
し
く
遊
び

ま
し
た
。

次
に
当
日
の
主
旨
を
印
刷
し
た
カ
ー

ド
を
つ
け
た
風
船
を
一
斉
に
空
に
向
け

て
飛
ば
し
て
、
楽
し
い
集
い
を
終
了
し

ま
し
た
。
風
船
は
三
重
県
、
奈
良
県
、

愛
知
県
な
ど
か
ら
「
拾
っ
た
」
と
連
絡

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
達
の
願
い

が
、
遠
く
ま
で
飛
び
ま
し
た
。
皆
機
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

関
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
８
１
１
１
６

神
戸
市
国
際
会
館
１
階
郵
便
局
の
隣

貧
０
７
８
１
２
３
１
‐
２
１
１
４

右が受賞者の桝谷さん

谷
さ
ん
を
祝
う
と
共
に
、
故
人

の
想
い
出
を
こ
も
ご
も
語
り
合

っ
た
。
そ
の
中
で
詩
人
の
馬
部

貴
司
男
氏
は
「
こ
の
賞
は
、
今

後
の
文
学
活
動
の
中
で
一
つ
の

〃
起
爆
剤
″
と
な
る
だ
ろ
う
」

と
語
り
、
同
賞
の
も
つ
意
義
を

強
調
し
た
。

な
お
受
賞
作
は
文
芸
誌
「
遅

刻
」
第
６
冊
に
収
録
さ
れ
て
い

る
。☆

初
の
神
戸
国
際
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
開
く

５
月
配
日
に
神
戸
国
際
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
、
旧
市

役
所
第
３
庁
舎
の
江
戸
町
Ｓ
Ｋ

ピ
ル
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
市
内
在
住
の

外
国
人
へ
の
市
政
。
生
活
情
報

の
提
供
、
並
び
に
市
民
と
外
国

人
と
の
相
互
交
流
を
図
る
拠
点

施
設
と
し
て
、
神
戸
国
際
交
流

協
会
（
笹
山
幸
俊
会
長
）
が
設

置
し
た
も
の
。

約
加
㎡
の
ス
ペ
ー
ス
に
は
洋

書
、
一
一
ユ
ー
ス
．
ヘ
ー
パ
ー
等
が

備
え
付
け
ら
れ
、
ゆ
っ
た
り
と

ソ
フ
ァ
に
も
た
れ
な
が
ら
互
い

１
１４４
１

純白の船体をこの目で

同
船
は
日
本
郵
船
㈱
が
建
造

し
て
い
る
我
が
国
最
大
の
外
航

客
船
で
、
６
月
幻
日
の
完
工
・

引
渡
し
の
後
、
神
戸
港
で
披
露

さ
れ
る
予
定
。

７
月
５
日
横
浜
か
ら
ホ
ノ
ル

ル
に
向
け
て
処
女
航
海
に
出
帆

す
る
前
に
、
そ
の
優
雅
な
船
形

を
見
れ
る
と
い
う
わ
け
。

☆
Ｆ
Ｍ
に
負
け
る
な
ノ

ラ
ジ
関
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ラ
ジ
オ
関
西
が
「
Ｈ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な

名
称
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
今
年

末
ま
で
展
開
す
る
。

弱

』
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門呼
全

衝
撃
的
な
効
果
を
狙
っ
た
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
「
い

ま
ラ
ジ
オ
関
西
は
、
す
ご
－
く

Ｈ
（
エ
ッ
チ
）
」

今
秋
開
局
す
る
Ｆ
Ｍ
キ
ッ
ス

を
含
め
て
関
西
に
も
Ｆ
Ｍ
放
送

局
が
増
え
つ
つ
あ
り
、
Ａ
Ｍ
の

老
舗
ラ
ジ
オ
関
西
も
負
け
じ
と

動
き
出
し
た
。

☆
愛
犬
家
の
皆
さ
ん
へ

レ
ッ
ッ
・
グ
ル
ー
ミ
ン
グ

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
世
の

中
に
多
い
だ
ろ
う
が
、
正
し
い

犬
の
世
話
の
仕
方
は
案
外
と
知

灘

こ
れ
は
Ａ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
特
色

で
あ
る
ホ
ッ
ト
、
ハ
ー
ト
、
ヒ

ュ
ー
マ
ン
の
魅
力
を
訴
え
、
併

せ
て
ラ
ジ
オ
関
西
の
Ｐ
Ｒ
を
図

る
も
の
で
、
Ｈ
は
共
通
の
イ
ニ

シ
ャ
ル
を
表
わ
し
て
い
る
。

, 舘翻
盟

溌“驚瀞’
1 漣

瀞
韓
鑑息蔦篤灘鍵職“：

発表の場を提供します

Ｈキャンペーンのロゴマークおしゃれな箱に入ってます

ら
れ
て
い
な
い
。

た
だ
可
愛
が
れ
ば
い
い
と
い

う
も
の
で
は
な
く
、
犬
の
体
を

考
え
た
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
や
シ
ャ

ン
プ
ー
を
し
な
い
と
、
犬
の
寿

命
に
も
関
わ
っ
て
く
る
と
い
う

こ
と
だ
。

今
度
発
売
さ
れ
た
「
ワ
ン
ワ

ン
グ
ル
ー
ミ
ン
グ
セ
ッ
ト
、
ビ

デ
オ
＆
グ
ッ
ズ
」
は
、
愛
犬
家

に
そ
ん
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
て

く
れ
る
便
利
な
テ
キ
ス
ト
と
言

え
そ
う
。

釦
分
の
Ｖ
Ｈ
Ｓ
ビ
デ
オ
で
手

入
れ
の
方
法
を
目
で
確
か
め
、

ブ
ラ
シ
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、
ド
ラ

イ
ヤ
ー
等
の
グ
ッ
ズ
を
使
っ
て

実
際
に
試
し
て
み
る
と
、
そ
の

効
果
は
充
分
。

家
族
の
一
員
の
愛
犬
に
、
優

し
い
心
配
り
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

園
問
合
せ
は
㈱
ア
ピ
リ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
知
大
阪
市
中
央
区
本
町
橋
２
１
掴

オ
カ
ダ
ビ
ル
４
Ｆ
窟
０
６
１
９
４
６
‐

７
７
８
７
ま
で
。
詳
し
い
資
料
を
送
っ
て

く
れ
ま
す
。
ま
た
グ
ッ
ズ
を
１
名
様
、
ビ

デ
オ
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

こ
ち
ら
は
神
戸
っ
子
グ
ル
ー
ミ
ン
グ
係
ま

で
葉
書
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

☆
新
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

ス
ペ
ー
ス
を
解
放
し
ま
す

ビ
デ
オ
制
作
編
集
機
能
と
ギ

ャ
ラ
リ
ー
機
能
を
兼
ね
備
え
た

ビ
ジ
ュ
ア
ル
ス
タ
ジ
オ
「
サ
ー

カ
ス
・
サ
ー
カ
ス
」
が
元
町
駅

山
側
に
設
立
さ
れ
た
。

同
ス
タ
ジ
オ
の
真
鍋
祥
子
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
、
長
い
間
熱
望

☆
老
化
や
成
人
病
防
止
の
一
助

Ｓ
Ｏ
Ｄ
様
作
用
食
品

㈱
紅
花
（
森
一
夫
社
長
）
で

は
、
近
年
大
き
く
注
目
を
集
め

て
い
る
Ｓ
Ｏ
Ｄ
（
ス
ー
パ
ー
・

オ
キ
シ
ド
・
デ
イ
ス
ム
タ
ー
ゼ
）

様
作
用
食
品
の
販
売
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

こ
の
Ｓ
Ｏ
Ｄ
と
は
、
微
生
物

か
ら
動
植
物
ま
で
幅
広
く
生
物

し
て
い
た
ま
だ
若
く
知
名
度
の

低
い
ア
ー
チ
ス
ト
の
発
表
の
場

と
し
て
、
４
月
配
日
に
オ
ー
プ

ン
し
た
も
の
・
・

具
体
的
に
は
会
社
案
内
、
イ

ベ
ン
ト
記
念
、
商
品
紹
介
等
の

多
岐
に
わ
た
っ
た
ビ
デ
オ
の
企

画
制
作
。
ま
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は

絵
画
、
彫
刻
、
写
真
、
デ
ザ
イ

ン
等
の
展
示
、
販
売
に
多
目
的

に
使
用
で
き
る
。
．

「
若
い
人
達
に
気
軽
に
利
用

し
て
頂
き
た
い
で
す
ね
」
と
い

う
真
鍋
さ
ん
を
は
じ
め
、
４
人

の
ス
タ
ッ
フ
が
待
っ
て
い
る
。

剛
中
央
区
下
山
手
通
５
‐
９
１
１
信
葉

ピ
ル
Ｂ
Ｆ
肩
３
８
２
‐
０
６
８
９

安
西
冬
衛

言
上
芳
秀

灘
難
瀞

大
阪
・
兵
庫
・
奈
良
・
京
都
の
あ
ら

ゆ
る
街
・
町
へ
の
思
い
入
れ
を
綴
っ
た

文
章
関
西
文
化
界
か
ら
菜
め
、
そ
れ
ぞ

れ
築
地
仁
氏
の
モ
ノ
ク
ロ
写
真
を
配
し

て
朝
日
簡
に
伽
回
に
渡
っ
て
速
戦
さ

れ
た
も
の
を
ま
と
め
た
の
が
こ
の
本
で

あ
る
。
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
か

っ
た
関
西
の
断
片
が
新
鮮
な
鷲
き
を
以

て
迫
っ
て
く
る
写
真
集
。
添
え
ら
れ
た

ス
パ
イ
シ
ー
な
文
章
が
読
ま
せ
る
。

（
番
出
版
刊
２
８
０
０
円
）

灘
鶴
嘉
‐

シ
ベ
リ
ア
抑
留
か
ら
戻
っ
て
如
年
間

に
著
者
が
い
ろ
ん
な
機
関
誌
や
会
報
に

寄
稿
し
た
文
章
を
ま
と
め
た
本
。
著
者

の
小
池
氏
は
大
本
山
須
磨
寺
管
長
を
務

め
ら
れ
、
「
シ
ベ
リ
ア
の
鉄
枯
子
の
中

で
」
等
の
著
書
が
あ
る
．
薯
で
は
、

シ
ベ
リ
ア
で
の
体
験
か
ら
、
著
者
が
こ

こ
加
年
の
間
復
興
に
情
熱
を
燃
や
す

〃
須
畷
琴
″
へ
の
思
い
入
れ
な
ど
、
丹

念
に
書
き
綴
ら
れ
て
い
る
。

（
朱
鷺
瞥
房
刊
１
４
０
０
円
）

｡

図
書

ガ
イ
ド

１
１４５
１

二
十
代
の
後
半
か
ら
三
十
代
の
大
部

分
に
わ
た
っ
て
安
西
冬
衛
に
こ
だ
わ
り

続
け
て
来
た
著
者
の
安
西
論
集
成
。
安

西
と
言
え
ば
、
「
て
ふ
て
ふ
が
一
匹
縫

鞄
海
峡
を
渡
っ
て
行
っ
た
。
」
今
春
』
）

が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
モ
ダ

ニ
ズ
ム
派
詩
人
の
ま
と
ま
っ
た
評
論
は

他
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
全
鱈
章
の
論

考
は
諸
誌
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
は
あ

る
が
、
秀
れ
た
果
実
の
収
謹
で
あ
る
。

（
未
来
社
刊
２
５
７
５
円
）
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ち
で
埋
も
れ
た
。

人
八
主
催
者
発
表
Ｖ
の
人
た
握
す
る
。
い
ろ
い
ろ
な
役
者

に
存
在
す
る
酵
素
で
、
成
人
病

や
老
化
の
原
因
と
さ
れ
る
過
剰

な
活
性
酸
素
を
分
解
す
る
働
き

が
あ
る
。
そ
の
た
め
予
防
医
学

の
分
野
で
研
究
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
商
品
開
発
に
し
の
ぎ
を

け
ず
る
企
業
も
多
い
。

今
回
は
、
そ
の
Ｓ
Ｏ
Ｄ
様
作

用
食
品
の
サ
ン
プ
ル
を
３
名
様

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

回
御
希
望
の
方
は
神
戸
っ
子
Ｓ
Ｏ
Ｄ
係

ま
で
葉
書
で
。

☆
童
話
を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か

〃
ほ
の
ぼ
の
レ
イ
ク
″
で
お

な
じ
み
の
消
費
者
金
融
の
㈱
レ

イ
ク
で
は
、
創
作
童
話
イ
ベ
ン

ト
「
第
８
回
ほ
の
ぼ
の
童
話

館
」
を
実
施
、
創
作
童
話
を
募

集
し
て
い
る
。

に
は
見
物
の
市
民
、
観
光
客
あ
る
こ
と
だ
。
演
出
と
い
う

「
神
戸
ま
つ
り
」
と
し
て
は
開
さ
れ
見
物
の
人
た
ち
に
好
ら
パ
レ
ー
ド
は
あ
た
ふ
た
と

久
し
振
り
の
快
晴
に
恵
ま
れ
感
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。
馳
け
抜
け
て
い
っ
た
。
観
客

賑
や
か
に
、
華
や
か
に
パ
レ
た
だ
、
二
十
歳
の
。
ハ
レ
ー
の
身
に
な
っ
て
へ
演
出
で
き

パ
レ
ー
ド
は
五
月
一
一
十
日
、
容
を
も
っ
た
。
ハ
レ
ー
ド
が
展
間
も
パ
レ
ー
ド
を
待
ち
な
が

欲
し
い
、
演
出
力
国
際
色
豊
か
な
、
市
民
の
縦
横
に
そ
の
良
さ
を
発
揮
さ

「
神
戸
ま
つ
り
」
も
満
二
思
い
入
れ
、
気
持
の
こ
も
つ
せ
る
。
パ
レ
ー
ド
に
そ
の
配

十
歳
を
迎
え
た
。
メ
イ
ン
の
た
な
か
な
か
素
晴
ら
し
い
内
慮
が
乏
し
い
、
折
角
、
何
時

花 時 計パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
る
沿
道
綜
合
す
る
演
出
家
が
不
在
で

－
ド
が
行
わ
れ
た
。

フ
ラ
ワ
ー
・
ロ
ー
ド
な
ど
指
摘
さ
れ
る
。
パ
レ
ー
ド
を

■

「
あ
な
た
も
咲
か
そ
う
、
童

話
の
つ
ぼ
み
」
と
い
う
今
回
の

コ
ン
セ
プ
ト
に
相
応
し
い
子
供

達
に
夢
を
与
え
る
素
敵
な
童
話

を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

テ
ー
マ
は
自
由
、
畑
字
詰
め

原
稿
用
紙
５
枚
、
〆
切
り
は
８

月
即
日
消
印
ま
で
有
効
。

四
応
募
、
問
い
合
わ
せ
は

鋤
大
阪
市
中
央
区
淡
路
町
２
１
３
１
９

㈱
レ
イ
ク
広
報
室
渡
辺
ま
で

衝
０
６
１
２
２
６
１
０
９
０
９

応
募
要
項
は
各
支
店
に
も
用
意
さ
れ
て

い
る
。が

ぎ
っ
し
り
、
百
六
十
五
万
の
は
ス
テ
ー
ジ
の
総
て
を
把

ド
と
し
て
反
省
す
べ
き
点
も
る
人
を
得
た
い
も
の
だ
。

分
な
パ
レ
ー
ド
で
あ
っ
た
。
力
が
あ
る
の
か
知
り
尽
し
、

の
持
味
を
存
分
に
引
き
出
し

加
し
て
い
る
「
月
刊
神
戸
っ
子

サ
ン
バ
チ
ー
ム
」
に
記
念
ト
ロ

フ
ィ
ー
が
贈
呈
さ
れ
た
。

こ
れ
は
加
回
連
続
出
場
し
て

い
る
、
団
体
に
神
戸
市
民
祭
協

会
事
務
局
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の

鴬騨剰

J蕊

流
石
に
二
十
歳
、
は
た
ち
す
ば
ら
し
い
舞
台
を
創
り
だ

の
年
輪
を
感
じ
さ
せ
る
に
充
す
。
そ
の
た
め
に
、
何
が
魅

醗灘

１
１４６
１

蕊蕊

八
Ｙ
Ｖ

誰もが経験した童話の世界

●
天
○
ｍ
ｍ
で
○
い
『

☆
１
９
９
０
年
〃
書
を
世
界
に
〃
望
月

美
佐
悠
久
の
美
に
生
き
る
架
い
が
、
６

月
型
日
（
木
）
午
後
６
時
よ
り
、
生
田

神
社
会
館
４
Ｆ
大
宴
会
場
で
開
か
れ
ま

す
。
会
費
１
５
，
０
０
０
円
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
「
大
聖
地
ベ
ナ
レ
ス
を
訪
ね
る
イ

ン
ド
の
旅
」
ス
ラ
イ
ド
／
イ
ン
ド
料
理

を
含
む
デ
ィ
ナ
ー
申
込
み
宮
５
１
１
１

７
０
８
４

★
姫
路
獅
協
大
学
教
授
の
小
室
豊
允
氏

が
、
兵
庫
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
会
長

に
就
任
さ
れ
、
５
月
に
初
の
随
想
錐

「
陽
だ
ま
り
の
詩
」
を
出
版
。
６
月
理

日
（
金
）
午
後
６
時
よ
り
、
神
戸
ポ
ー

ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
大
輪
田
の
間
で
〃
小
室

豊
允
先
生
を
は
げ
ま
す
各
界
の
集
い
〃

が
開
か
れ
ま
す
。
会
費
１
２
，
０
０
０

円★
第
５
回
関
西
大
賞
は
５
月
９
日
、
関

西
大
批
推
進
協
議
会
（
奥
田
束
会
長
）

よ
り
大
賞
に
山
口
誓
子
氏
、
橋
本
宇
太

郎
氏
。
さ
わ
や
か
黄
に
守
田
厚
子
氏
、

小
泉
美
喜
子
（
本
誌
編
架
長
）
、
中
深

弘
幸
氏
、
波
多
野
優
香
氏
に
決
定
。

６
月
叩
日
午
後
３
時
よ
り
、
神
戸
国

謀
会
議
場
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

関
西
大
批
剛
呈
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

☆
６
月
３
日
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
南
館

１
階
大
輪
田
の
間
で
、
兵
庫
県
洋
裁
職

業
訓
練
協
会
の
主
催
に
よ
り
、
誰
界
の

振
興
発
展
に
寄
与
し
県
功
労
者
表
彰
を

受
章
し
た
、
荒
津
正
美
氏
受
立
記
念
祝

賀
会
が
開
か
れ
ま
す
。

、
訂
正
と
お
詫
び
本
誌
５
月
号
神
戸

ま
つ
り
ガ
イ
ド
の
名
刺
広
告
で
、
株
式

会
社
菊
水
総
本
店
の
取
締
役
社
長
は
会

長
に
、
電
話
番
号
は
三
八
二
－
○
○
八

○
に
訂
正
し
、
心
よ
り
お
詫
び
致
し
ま

す
。

今年も燃えました

☆
踊
り
続
け
て
加
年

鰯
万
人
と
い
う
最
多
の
観
衆

を
集
め
た
第
加
回
神
戸
ま
つ
り

だ
が
、
神
戸
ま
つ
り
・
お
ま
つ

り
パ
レ
ー
ド
に
第
１
回
よ
り
参
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コウベもファッション･ ソサエティ

函＆瀞I享識締
事務局／神戸市中央区束町1 1 3 - 1 大神ピル9 Ｆ
月刊神戸っ子内ＴＥＬ､ 0 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6

●４月一般公開講座

立亀長三氏
( 神戸芸術エ科大学教授）

' 9 0 冬は、唐草から渦巻きに
エコロジィが続く

陰城”

戦‘蕊恵
Ｘ

ザ？
錨
課
１h軒 ＆

J』…雑
４月2 5 日かんしんホールにおいて、

神戸芸術工科･ 大学教授の立亀長三教授
が、“' 9 0 冬のヨーロッパ・ニューヨーク
の最新ファッション情報”を講演し
た。今回はバルセロナから英国グラス
ゴーのペーストにまで飛んでα今なぜ
流行するのか”というルーツ解明の旅
をスライド約1 0 0 点をまじえて力説す
る講義に、約2 0 0 人が耳を傾けた。
「' 8 9 年はペーズリー模様が､ ' 9 0 の春は
唐草模様が、これが' 9 0 の冬になると、
なぜ渦巻模様になるのかということの
ルーツを訪ねて私はスペインのバルセ
ロナへ旅立ちました。
２年後スペイン･ バルセロナでオリ

ンピックが開催される。このバルセロ
ナの町は、カタルニア地方で、ピカソ
やダリ、ミロを生んでいるが、天才建

築家アントニオ・ガウディの教会は、
今も三人の弟子が仕事を続けているの
です。ガウディの作品を見るとまった
く“エコロジィ”を感じるんです。こ
の‘‘エコロジィ”を生物の生態学とい
った意味から、今年は地球とか火山と
いった宇宙的な環境としてとらえてい
ます。ガウディの作品には海や山のも
のが彩られています。例えばヒトデと
か貝とかね。このガウディの作品は、
英国グラスゴーの近くにあるペースト
という町の教会などの壁画にルーツが
あります。そこには唐草から渦巻が現
わされているから面白いですね。この
起源が消費者を納得させるんです」と
流行のルーツを解明した。

●ＫＦＳパネルディスカッション
のお知らせ（ＫＦＳトーク）
今月はパネルディスカッションを行
ないます。ＫＦＳについての要望や近
況報告などはもちろんのこと、それ以
外にも様々な意見をお聞かせ下さい。
とき６月1 5 日（金）
ところ中小企業会館センタープラ

ザ16Ｆ
会費会員無料一般 1 0 0 0 円

＜私たち新入会員です＞
: 月…”自宅で洋裁教室を
＊典しています。毎日家

I;蟻購鑑
……蕊露繍茎
せて頂くこととなりました。良い話を
聞き多くの人達に会い自分の世界を広
げたいと思います。

弔詞

魂よ騨醗呼出f逼藍．･淫vw,Jも…，

アパレル関係の仕
事をしていますが、
以前からＫＦＳのお
誘いにより立亀先生
の講演やその他の講
習会に参加させて頂本田冴子さん鐸一・ー＝…ーー‐弓ハ
いておりました。神

戸をより美しい街にという願いをもっ
ております。

蕊
トァロードで手造

りの洋装店をしてお
ります。洋裁の世界
だけでなく幅広く色
々な業種の方と交流
したいと思っており
ます。又、各分野の
き、見聞を広めたい

松田明美さん曇
先生方のお話をきき、
と思います。
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詞寸Ｆ宅毎子｡ ■‐

若
葉
が
匂
う
。
吹
き
通
る
風
ま
で
、
新
緑
に
染
ま
っ
て
い
る
。

六
甲
山
頂
へ
、
有
料
道
路
の
ゲ
ー
ト
を
越
え
た
辺
り
か
ら
、
そ
の

風
の
シ
ャ
ワ
ー
が
、
残
っ
て
い
た
ね
む
気
を
覚
ま
し
て
く
れ
る
。

ふ
も
と
か
ら
車
で
、
加
分
も
走
っ
て
い
な
い
の
に
。

神
戸
市
立
六
甲
山
牧
場
で
「
万
葉
人
の
た
べ
も
の
展
」
（
六
月

三
十
日
ま
で
）
が
開
か
れ
て
い
る
、
と
い
う
の
で
出
か
け
た
の
だ

が
、
牧
場
は
、
ま
た
少
し
、
き
れ
い
に
な
っ
て
い
た
。
牧
場
内
の

電
線
を
、
す
べ
て
地
中
に
埋
め
る
と
い
っ
た
目
に
見
え
な
い
と
こ

ろ
に
カ
ネ
を
か
け
る
せ
い
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

面
積
一
二
五
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
そ
の
う
ち
甲
子
園
球
場
の
約

六
倍
に
当
た
る
二
二
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
一
般
公
開
し
て
い
る
。

標
高
ざ
っ
と
七
百
メ
ー
ト
ル
だ
か
ら
、
晴
れ
た
日
の
大
阪
湾
の
眺

望
も
申
し
分
な
い
。
思
い
っ
き
り
深
呼
吸
を
し
た
く
な
る
空
気
の

う
ま
さ
は
、
新
鮮
な
再
発
見
で
も
あ
る
。

場
長
の
谷
口
正
夫
さ
ん
と
、
こ
の
三
月
末
ま
で
九
年
間
、
場
長

を
つ
と
め
た
中
村
直
彦
さ
ん
（
現
神
戸
市
北
農
業
委
員
会
事
務
長
）

の
案
内
で
、
牧
場
の
中
心
か
ら
や
や
南
寄
り
の
「
神
戸
チ
ー
ズ
館
」

に
入
っ
た
。
三
年
前
（
一
九
八
七
年
）
に
、
約
四
億
円
を
か
け
て

つ
く
ら
れ
た
チ
ー
ズ
館
は
地
上
二
階
・
地
下
一
階
。
牧
場
そ
の
も

の
が
ス
イ
ス
の
山
岳
酪
農
を
モ
デ
ル
に
し
た
だ
け
に
、
館
の
デ
ザ

イ
ン
も
ス
イ
ス
の
農
家
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
だ
と
い
う
。

褐
色
の
屋
根
に
白
い
地
上
二
階
建
て
。
石
壁
を
ま
と
っ
た
地
下

は
チ
ー
ズ
エ
場
だ
。
牛
舎
で
し
ぼ
り
た
て
の
乳
を
原
料
に
、
カ
マ

●

茸示乳

１
１４８
１

地下１階のエ場では、全国でも
初めての試みといわれるチーズ
の製浩工程のすべてを見学する
ことができる。

年間7 0 万人の利用者がある
六甲山牧場の新たな見学コ
ースとしてすっかり定着し
た神戸チーズ館。

るぽるた一じゆ神戸
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と
い
っ
て
も
予
算
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
手
づ
く
り
で
す
。

い
と
こ
ろ
で
す
よ
」

牡
が
や
お
う

昨
年
八
月
、
平
城
京
の
長
屋
王
邸
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た

ン
ベ
ー
ル
を
つ
く
っ
て
い
る
。
そ
の
製
造
工
程
の
す
べ
て
が
、
ガ

ラ
ス
越
し
に
見
学
で
き
る
の
も
全
国
初
の
試
み
な
ら
、
一
個
（
一

一
一
○
グ
ラ
ム
）
八
百
円
の
「
神
戸
チ
ー
ズ
」
が
、
年
間
で
十
万
個

売
れ
る
と
い
う
の
も
、
い
か
に
も
神
戸
ら
し
い
。

「
牧
場
の
乳
牛
は
三
十
三
頭
。
そ
れ
だ
け
で
は
、
ま
か
な
い
き

れ
な
い
の
で
、
市
内
の
農
家
に
入
れ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
し
ぼ

り
た
て
ミ
ル
ク
と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
し
ね
え
。
し
か
し
、
製

造
能
力
か
ら
す
れ
ば
チ
ー
ズ
は
今
で
限
界
で
す
わ
」

畜
産
専
攻
と
は
い
え
、
チ
ー
ズ
づ
く
り
に
つ
い
て
は
ズ
ブ
の
素

人
だ
っ
た
中
村
さ
ん
の
、
試
行
錯
誤
と
苦
労
は
想
像
に
余
る
。

六
甲
山
牧
場
を
、
都
市
と
農
村
の
接
点
と
位
置
づ
け
、
農
業
や

農
畜
産
物
の
啓
蒙
普
及
と
消
費
拡
大
が
役
割
り
だ
と
す
る
中
村
さ

ん
は
、
そ
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
、
次
々
と
実
行
に
移
し
て
き
た
。

「
場
長
に
就
任
し
た
九
年
前
、
年
間
利
用
者
は
二
十
三
万
人
で

し
た
が
、
今
で
は
七
十
万
人
。
全
職
員
の
努
力
の
お
陰
で
す
」

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
八
人
間
と
動
物
と
自
然
の
ふ
れ
あ
い
の

場
Ｖ
に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
五
十
匹
を
含
む
ヒ
ツ
ジ
百
五
十
匹
の
ほ
か
、

乳
牛
、
馬
ヤ
ギ
、
ウ
サ
ギ
が
放
た
れ
、
そ
こ
に
人
が
溶
け
込
ん

で
い
る
。
な
ん
と
い
う
牧
歌
的
風
景
で
あ
ろ
う
か
。

毛
刈
り
が
す
ん
だ
ヒ
ツ
ジ
た
ち
は
涼
し
げ
だ
。
刈
り
と
っ
た
毛

は
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
五
百
円
で
売
っ
て
い
る
。
ウ
ー
ル
洗
剤
で
き
れ

い
に
し
た
の
を
持
ち
寄
っ
て
手
つ
む
ぎ
の
講
習
会
を
開
き
、
毛
糸

に
す
れ
ば
約
六
百
グ
ラ
ム
。
セ
ー
タ
ー
一
着
分
は
出
来
る
。
ご
婦

人
が
た
に
喜
ば
れ
る
の
も
当
然
だ
ろ
う
。

「
観
光
や
リ
ゾ
ー
ト
も
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
人
間
生
活
の
原

点
を
問
い
、
生
き
ざ
ま
を
追
求
し
、
生
活
を
深
く
豊
か
に
変
え
る

よ
う
な
も
の
が
要
求
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
展
示
ホ
ー
ル
（
チ
ー

ズ
館
一
階
）
の
企
画
も
、
そ
の
方
向
で
考
え
て
い
き
ま
せ
ん
と
…
、

つ
為
ｂ

「
私
も
思
い
は
同
じ
で
す
」
と
谷
口
正
夫
・
新
場
長
。
中
村
さ
ん
の
話
に
一
つ
一
つ

う
な
づ
く
表
悩
は
、
ひ
か
え
め
な
が
ら
も
牧
場
経
営
に
対
す
る
責
任
感
が
ひ
し
ひ
し

と
伝
わ
っ
て
く
る
。

「
観
光
に
し
て
も
、
リ
ゾ
ー
ト
に
し
て
も
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
人
間
の
生
活
の
原
点

を
問
う
よ
う
な
施
設
づ
く
り
が
必
要
で
す
」
と
語
る
中
村
直
彦
・
前
場
長
。

（
木
の
板
に
墨
書
し
た
文
書
・
木
札
な
ど
）
を
参
考
に
、
牛
乳
を

両
そ

煮
詰
め
る
当
時
の
製
法
で
古
代
チ
ー
ズ
「
蕪
」
を
再
現
。
入
場
者

に
試
食
提
供
し
て
話
題
を
呼
ん
だ
。
い
ま
開
か
れ
て
い
る
「
万
葉
万
葉

’
1４９
１

も
く
か
ん

木
簡薯
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人
の
た
べ
も
の
展
ｌ
古
代
日
本
の
食
文
化
を
探
る
」
は
、
そ
の

発
展
的
な
展
開
で
あ
る
。

古
代
の
食
べ
物
に
つ
い
て
は
「
古
事
記
」
「
日
本
書
紀
」
「
風
土

記
」
「
万
葉
集
」
な
ど
に
も
記
述
は
あ
る
。
だ
が
今
や
、
木
簡
の

も
た
ら
す
情
報
量
は
お
び
た
だ
し
い
。
と
り
わ
け
、
政
敵
・
藤
原

氏
の
陰
謀
で
一
族
と
共
に
果
て
た
〃
悲
劇
の
宰
相
〃
長
屋
王
の
、
六

■

；

麹燃Ｉ 員
顧
甥
到

０
１
５
１
１

万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
邸
宅
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は
、
約
五
万
点

に
の
ぼ
る
と
い
う
。

窪
そ
の
木
簡
を
解
読
し
て
い
る
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
協
力

の
を
得
て
展
示
し
た
が
、
い
ず
れ
も
職
員
の
手
づ
く
り
だ
。
コ
ー
ナ

ｊ米
洞
１
入
口
の
タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
も
、
稲
わ
ら
で
竪
穴
住
居
を
再
現

院
く米膳

し
、
く
ぐ
り
抜
け
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
平
城
京
に
限
っ
て

》
垂
い
え
ば
、
庶
民
の
大
半
は
掘
立
柱
の
建
物
に
住
ん
で
い
た
よ
う
だ

蔀
雫
が
、
ひ
ろ
く
「
万
葉
び
と
」
と
な
る
と
、
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
。

／
と
小
学
生
の
団
体
が
多
い
だ
け
に
、
正
確
さ
、
わ
か
り
や
す
さ
が

繍
繍
瑚
癖
補
職
緋
町
測
県
離
職
調
繍
醒

あ
か
ご
め

醒
癖
て
も
ら
っ
て
約
百
八
十
キ
ロ
を
収
枇
。
日
を
限
っ
て
入
場
者
に
試

蜂
癖
食
提
供
も
し
た
。
赤
米
は
中
国
。
雲
南
省
に
起
源
す
る
と
い
わ
れ
、

》
》
赫
誹
庖
酵
詑
権
鋤
症
跡
諏
浸
僻
峠
珠
嘩
睡
離
郷
唾
シ
シ
咋
袖
準
吐

副
燕
ら
赤
米
の
稲
を
手
に
入
れ
、
う
る
ち
米
や
も
ち
米
と
比
較
展
示
し

鐸
が
た
の
も
心
に
く
い
配
慮
で
あ
る
。

評
榊
対
比
の
面
白
さ
は
、
子
ど
も
た
ち
を
も
捉
え
る
。
雲
南
の
地
か

些
鋳
ら
わ
が
国
へ
伝
え
ら
れ
た
赤
米
が
、
今
も
雲
南
や
タ
イ
の
ア
ヵ
族

化
左
な
ど
の
常
食
と
な
っ
て
い
る
Ｖ
Ｔ
Ｒ
・
牛
乳
を
十
分
の
一
ま
で
煮

》
雪
つ
め
て
「
蕪
」
を
つ
く
る
と
同
様
、
ア
ラ
ビ
ア
の
ベ
ド
ウ
イ
ン
が
、

酵
隼
数
千
年
変
わ
ら
ぬ
製
法
で
ジ
ャ
ミ
ー
ド
（
チ
ー
ズ
）
を
つ
く
る
Ｖ

読
詐
Ｔ
Ｒ
ｏ
い
ず
れ
も
、
食
文
化
の
伝
播
、
古
代
と
現
代
の
食
文
化
に

つ
い
て
考
え
さ
せ
る
格
好
の
教
材
だ
ろ
う
。

「
長
屋
王
は
何
を
食
べ
て
い
た
か
？
」
も
、
展
示
の
苦
心
が
の

ぞ
い
て
い
る
。
何
し
ろ
、
北
九
州
か
ら
〃
ふ
な
ず
し
″
が
届
き
、

氷
を
と
り
寄
せ
て
酒
の
オ
ン
ザ
ロ
ッ
ク
を
飲
ん
で
い
た
長
屋
王
の

こ
と
だ
。
想
像
さ
れ
る
食
膳
は
、
豪
華
を
き
わ
め
た
ろ
う
。
木
簡

を
手
が
か
り
に
職
員
た
ち
が
再
現
し
た
メ
ニ
ュ
ー
は

イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
キ
ジ
、
サ
ケ
な
ど
の
干
し
物
。
セ
リ
、
ワ

カ
メ
、
カ
ブ
ラ
、
ヒ
ラ
タ
ケ
な
ど
の
あ
っ
も
の
。
小
ダ
イ
、
ハ
マ

グ
リ
、
ク
ラ
ゲ
、
コ
ノ
シ
ロ
な
ど
の
な
ま
す
。
ア
ジ
、
イ
ワ
シ
、

ア
ユ
な
ど
の
塩
焼
き
…
…
そ
し
て
漬
物
ま
で
四
十
種
余
り
。

こ
れ
を
日
替
り
メ
ニ
ュ
ー
で
出
す
。

鱗
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｡ 』

対
照
的
に
「
庶
民
の
食
膳
」
は
、
赤
米
の
飯
に
代
わ
っ
て
ア
ワ
、

ヒ
エ
の
め
し
と
煮
豆
な
ど
文
字
通
り
一
汁
一
菜
だ
。
食
事
は
一
日

に
一
一
度
。
激
し
い
労
働
を
す
る
人
は
間
食
で
つ
な
い
だ
が
、
は
た

し
て
何
で
カ
ロ
リ
ー
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
お
ぎ
な
い
得
た
や
ら
。

飽
食
の
貴
族
と
、
食
う
に
も
困
る
庶
民
と
の
構
図
は
、
こ
の
イ

ベ
ン
ト
の
最
も
印
象
的
な
見
ど
こ
ろ
だ
ろ
う
。
だ
が
、
草
木
染
の

絹
織
物
の
微
妙
な
色
あ
い
も
い
い
。
一
つ
は
赤
米
の
ぬ
か
で
、
も

う
一
つ
は
紫
稲
の
草
で
染
め
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
も
オ
リ
ジ
ナ
ル

だ
と
い
う
。
中
村
さ
ん
が
目
ざ
し
た
「
人
間
の
生
活
の
原
点
を
問

う
よ
う
な
施
設
」
は
、
着
実
に
根
を
下
ろ
し
た
と
い
え
そ
う
で
あ

る
。だ

が
、
課
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
神
戸
と
い
う
エ
キ
ゾ
チ

ッ
ク
な
街
だ
か
ら
こ
そ
、
モ
デ
ル
と
し
た
ス
イ
ス
の
雰
囲
気
が
マ

ス
ト
ッ
ク

ッ
チ
し
た
。
後
背
地
に
農
業
と
い
う
資
源
が
あ
っ
た
か
ら
、
農
業

振
興
と
文
化
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
が
無
理
な
く
合
わ
さ
っ
た
。

;瀞血

チーズ館の見学通路から眺めた牧場…。人の心をなごませる牧歌的風景がそこにあった。

151 メ
ニ
ュ
ー
は
、

神
戸
チ
ー
ズ
主
体

の
チ
ー
ズ
料
理
、

牧
場
名
物
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
。
ヤ

ュ
す
る
気
で
は
さ

ら
さ
ら
な
く
、
こ

こ
に
も
〃
神
戸
市

商
法
″
あ
り
、
と
、

ま
ぶ
し
い
気
分
さ

え
す
る
。

そ
の
特
性
を
生
か
し
た
本
物
志
向
の
村
づ
く
り
が
、
い
ま
、
受
け

て
い
る
。
さ
て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
、
ど
う
踏
み
出
す
か
。

終
始
ひ
か
え
め
な
谷
口
新
場
長
も
、
思
い
は
同
じ
で
あ
る
。
二

階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
神
戸
チ
ー
ズ
」
で
、
チ
ー
ズ
フ
オ
ン
デ
ュ
ー

を
メ
ー
ン
と
す
る
コ
ー
ス
を
ご
馳
走
に
な
り
な
が
ら
、
中
村
さ
ん

の
話
に
一
つ
一
つ
う
な
づ
く
谷
口
さ
ん
の
表
情
を
見
て
い
て
、
牧

場
経
営
の
、
人
目
に
つ
か
な
い
苦
労
や
、
観
光
牧
場
と
し
て
の
企

画
の
苦
心
が
痛
い
ほ
ど
わ
か
っ
た
。

そ
ん
な
こ
と
を
抜
き
に
す
れ
ば
、
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
く
つ

ろ
ぎ
の
空
間
で
あ
る
。
大
き
な
山
小
屋
の
よ
う
に
天
井
が
高
く
、

南
北
両
面
の
ガ
ラ
ス
窓
、
天
窓
か
ら
の
採
光
も
、
や
わ
ら
か
な
明

る
さ
。
客
席
は
六
十
六
席
、
南
に
面
し
て
席
を
と
れ
ば
、
牧
場
の

み
ど
り
を
越
え
て
大
阪
湾
は
一
望
。
空
の
ブ
ル
ー
を
入
れ
る
と
、

こ
れ
以
上
の
、
自
然
の
良
彩
に
め
ぐ
ま
れ
た
眺
め
は
、
他
に
得
が

た
か
ろ
う
。
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翌
日
の
夕
方
、
依
子
は
大
川
橋
の
喫
茶
店
に
来
て
い
た
。

店
の
扉
が
音
を
た
て
て
開
き
、
分
厚
い
唇
が
視
界
に
飛
び
込
ん

で
き
た
か
と
思
う
と
、
達
男
が
、
片
手
で
拝
む
よ
う
に
し
な
が
ら

ペ
コ
ペ
コ
と
近
づ
い
て
き
た
。

「
僕
、
ア
イ
ス
ね
」

ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
に
注
文
を
し
て
、
依
子
の
向
か
い
側
に
座
っ
た
。

「
帰
る
寸
前
に
な
っ
て
、
得
意
先
か
ら
電
話
が
入
る
も
ん
だ
か
ら
」

達
男
は
、
め
く
れ
あ
が
っ
た
唇
を
力
ま
せ
て
言
い
訳
を
し
、
お

し
ぼ
り
で
額
と
鼻
の
頭
に
浮
い
た
大
粒
の
汗
を
拭
き
取
る
。

「
怒
っ
て
る
の
」

「
ど
う
し
て
？
」

依
子
は
首
を
か
し
げ
て
笑
っ
た
。
達
男
が
用
心
深
く
し
ゃ
べ
っ

て
い
る
の
が
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
、
依
子
の
内
面
を
読
み
取
ろ
う

と
し
て
い
る
こ
と
も
。
そ
の
小
技
い
行
為
に
、
依
子
は
苛
立
ち
を

覚
え
た
が
、
顔
に
は
表
さ
ず
に
い
た
。

昨
夜
八
時
半
頃
、
和
美
は
達
男
の
運
転
す
る
車
で
帰
っ
て
行
っ

た
。
車
の
音
が
遠
の
い
て
し
ば
ら
く
経
っ
て
か
ら
、
依
子
の
部
屋

へ
入
っ
て
き
た
母
が
、

「
き
ょ
う
は
済
ま
ん
か
つ
た
れ
」

と
言
っ
た
。

「
帰
っ
て
来
て
迷
惑
だ
っ
た
よ
う
ね
」

首
を
横
に
振
る
母
の
目
に
、
涙
が
盛
り
上
が
っ
て
く
る
。

「
何
で
こ
ん
な
ふ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
や
ろ
う
」

父
に
柔
順
で
あ
り
な
が
ら
、
娘
の
前
で
愚
痴
を
こ
ぼ
し
て
泣
く

記
憶
が
薄
れ
、
野
田
メ
リ
ヤ
ス
の
車
に
乗
っ
た
達
男
が
、
目
と

天
井
の
間
に
た
ゆ
た
っ
た
。
和
美
と
ど
こ
で
知
り
合
っ
た
の
だ
ろ

う
。
め
く
れ
あ
が
っ
た
唇
で
、
和
美
の
滑
ら
か
な
唇
に
触
れ
た
こ

と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

依
子
は
、
使
わ
ず
に
お
い
た
千
円
札
を
、
ジ
ー
パ
ン
の
ポ
ケ
ッ

ト
か
ら
引
き
抜
い
た
。

殊
勝
な
ふ
り
し
て
、
あ
の
偽
善
者
め
。

依
子
は
、
口
稔
く
罵
り
、
こ
れ
以
上
小
さ
く
な
ら
な
い
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
、
千
円
札
を
指
で
ひ
ね
り
つ
ぶ
し
た
。

、

用
心
深
く
黙
り
こ
ん
で
い
た
達
男
が
、
依
子
と
の
沈
黙
戦
に
敗

れ
た
よ
う
に
、
口
を
開
い
た
。

「
あ
ら
、
私
、
気
に
し
て
な
い
わ
黒
か
わ
い
い
人
じ
ゃ
な
い
、

和
美
さ
ん
っ
て
、
こ
っ
ち
へ
帰
る
前
か
ら
つ
き
あ
っ
て
る
の
？
」

「
自
分
で
も
、
何
が
な
ん
だ
か
、
よ
お
わ
か
ら
ん
で
ァ
」

め
く
れ
た
唇
に
、
茶
色
の
液
体
が
惨
ん
で
い
た
。
見
て
は
い
け

な
い
も
の
を
見
て
し
ま
っ
た
気
が
し
て
、
依
子
は
テ
ー
ブ
ル
の
花

へ
目
を
移
し
た
。

口
を
切
っ
た
彼
は
、
勢
い
づ
い
て
し
ゃ
べ
っ
て
い
た
。

六
月
の
初
め
に
、
父
に
連
れ
ら
れ
て
入
っ
た
中
華
料
理
店
で
、

和
美
を
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
晩
に
、
ど
う
だ
、
と
父
に
尋
ね
ら
れ
、

え
え
ま
あ
、
と
口
を
濁
し
て
い
る
う
ち
に
、
次
の
日
曜
日
か
ら
家

事
見
習
い
と
し
て
、
和
美
は
家
へ
や
っ
て
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
に
一
一
度
、
映
画
を
観
に
出
か
け
た
こ
と
は
あ
る
が
、
気

持
ち
の
騒
い
だ
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
電
話
口
で
依
子
の

声
を
聞
く
だ
け
で
、
頭
の
中
が
依
子
で
埋
め
つ
く
さ
れ
て
し
ま
い
、

今
、
自
分
が
ど
こ
に
い
る
の
か
も
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
状
態
に
な

る
…
…
。

「
達
ち
ゃ
ん
て
、
口
が
う
ま
い
の
ね
え
」

「
ほ
ん
ま
の
こ
と
で
ァ
」

ス
ト
ロ
ー
を
や
み
く
も
に
掻
き
回
し
た
。

ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
が
な
く
な
る
頃
、
た
め
ら
い
が
ち
に
彼
が
言

っ
た
。

「
ヨ
シ
コ
ち
ゃ
ん
は
何
で
三
年
間
も
帰
ら
ん
か
つ
た
ん
で
ァ
。
僕

や
っ
た
ら
、
出
て
行
か
へ
ん
な
、
き
っ
と
」

母
を
、
依
子
は
冷
然
と
見
つ
め
て
い
た
。
そ
の
惨
め
な
泣
き
方

が
、
依
子
を
不
快
の
淵
に
追
い
や
る
こ
と
に
、
母
は
い
っ
こ
う
に

気
が
つ
か
な
い
の
だ
。
母
の
目
の
前
で
荷
物
を
ま
と
め
、
明
日
の

朝
一
番
に
で
も
、
こ
の
家
を
出
て
行
き
た
い
気
分
に
襲
わ
れ
た
。

「
眠
い
の
、
も
う
、
出
て
行
っ
て
く
れ
な
い
か
な
」

そ
う
言
う
と
、
母
は
顔
か
ら
手
を
離
し
た
。
別
の
返
答
を
期
待

し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
間
の
抜
け
た
表
情
で
依
子
を
見
返
し
た
。

「
婚
約
の
こ
と
、
黙
つ
と
っ
て
悪
か
っ
た
と
思
う
と
ん
、
で
も
…

：
。
」
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１５３
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「
何
が
言
い
た
い
の
」

依
子
の
厳
し
い
口
調
に
押
さ
れ
て
口
を
結
ん
だ
が
、
彼
は
や
は

り
言
う
べ
き
だ
と
で
も
思
っ
た
の
か
、

「
お
や
じ
さ
ん
も
お
ふ
く
ろ
さ
ん
も
、
ヨ
シ
コ
ち
ゃ
ん
を
大
事
に

思
う
と
る
で
ァ
」

怒
っ
た
よ
う
に
言
っ
た
。

「
い
い
か
げ
ん
な
こ
と
言
わ
な
い
で
。
父
な
ん
て
私
を
無
視
し
て

る
じ
ゃ
な
い
」

「
そ
れ
は
」

「
い
い
わ
、
も
う
」

依
子
は
横
を
向
い
た
。
ま
な
ざ
し
の
先
に
、
父
の
頑
固
な
背
が

あ
っ
た
。
達
男
に
、
も
う
少
し
し
ゃ
べ
ら
せ
た
い
気
も
な
い
こ
と

は
な
か
っ
た
。

達
男
が
勇
ん
で
外
へ
飛
び
出
し
た
。

懸
命
に
走
っ
て
行
く
彼
を
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
の
中
に
見
た
。
和
美

に
追
い
つ
き
、
何
か
を
さ
か
ん
に
伝
え
て
い
た
。
和
美
は
嬉
し
そ

う
に
幾
度
も
首
を
上
下
に
す
る
。

依
子
の
内
に
、
ま
た
苛
立
た
し
い
感
情
が
押
し
上
げ
て
き
た
。

「
菖
蒲
池
に
行
き
た
い
」

戻
っ
て
き
た
達
男
に
、
依
子
は
せ
が
ん
だ
。

「
あ
そ
こ
、
花
の
名
前
は
つ
い
て
る
け
ど
、
何
に
も
な
い
た
だ
の

池
で
ァ
」

「
い
い
の
、
行
っ
て
」

足
で
車
の
底
を
蹴
っ
た
。

「
変
わ
っ
て
る
よ
、
ほ
ん
と
、
ヨ
シ
コ
ち
ゃ
ん
は
」

車
は
Ｇ
町
の
外
れ
ま
で
走
っ
た
。

池
の
水
は
澱
ん
で
、
コ
ー
ル
タ
ー
ル
を
詰
め
込
ん
だ
よ
う
だ
。

誰
も
い
な
い
こ
ん
な
と
こ
ろ
を
狙
っ
て
捨
て
に
来
る
の
か
、
所
々

に
こ
ま
ご
ま
と
し
た
不
燃
物
の
小
山
が
で
き
て
い
る
。
見
る
に
耐

え
な
い
、
荒
廃
し
た
景
色
だ
。

「
わ
か
っ
た
や
ろ
、
帰
る
で
ァ
」

ハ
ン
ド
ル
を
切
り
か
け
た
達
男
の
手
に
、
依
子
は
手
を
触
れ
合

わ
せ
た
。

「
達
ち
ゃ
ん
、
キ
ス
し
て
」

和
美
を
見
た
た
め
に
、
張
り
合
う
気
持
ち
が
起
き
た
わ
け
で
は

な
い
。
和
美
は
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
父
に
う
ま
く
手
な
づ
け
ら

れ
て
い
る
達
男
を
、
そ
の
手
か
ら
奪
っ
て
や
り
た
い
と
思
っ
た
。

唇
が
め
く
れ
あ
が
っ
た
唇
に
よ
っ
て
ふ
さ
が
れ
た
時
、
固
い
殻

の
よ
う
に
頑
強
な
父
の
背
中
が
見
え
た
。

ち
く
し
よ
う
…
…
ち
く
し
よ
う
…
…

依
子
は
背
中
に
悔
し
い
気
持
ち
を
ぶ
つ
け
て
い
た
。

帰
郷
後
二
週
間
が
経
っ
て
も
、
父
の
態
度
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

母
は
常
に
ぎ
こ
ち
な
く
、
一
歩
で
も
近
寄
る
と
身
を
か
わ
す
く
せ

に
、
時
折
、
意
味
も
な
く
へ
つ
ら
っ
た
笑
顔
を
向
け
る
。
結
局
、

依
子
は
家
族
と
隔
絶
し
た
も
同
然
で
、
家
に
い
る
の
が
落
ち
着
か

な
く
、
気
分
が
荒
れ
た
り
沈
ん
だ
り
し
た
。

１
１５４
１

喫
茶
店
を
出
た
と
こ
ろ
で
、
偶
然
、
東
方
か
ら
来
る
和
美
を
見

つ
け
た
。
隠
れ
る
に
は
遅
す
ぎ
る
た
め
、
平
然
と
待
ち
受
け
る
こ

と
に
な
っ
た
。
半
歩
前
に
立
つ
達
男
の
肩
が
、
緊
張
で
堅
く
引
き

締
ま
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

和
美
は
、
同
じ
年
頃
の
女
の
子
と
一
緒
だ
っ
た
が
、
二
人
を
認
め

た
と
き
に
別
れ
て
い
た
。
昨
年
で
き
た
ば
か
り
の
文
化
教
室
へ
、

編
み
物
を
習
い
に
来
て
い
る
と
言
い
、
振
り
向
い
て
、
あ
れ
、
と

い
う
ふ
う
に
指
を
差
し
た
。
そ
の
方
に
は
、
薄
桃
色
の
建
物
が
見

え
た
。和

美
は
躯
を
も
ぞ
も
ぞ
と
動
か
し
、
白
い
レ
ー
ス
糸
で
花
び
ら

を
編
み
、
そ
れ
を
幾
つ
も
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
て
長
方
形
に
し
た
も
の

を
、
か
ば
ん
の
中
か
ら
取
り
出
し
た
。

「
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
な
ん
で
す
け
ど
、
げ
た
箱
の
上
に
ど
う
か

と
思
っ
て
、
ま
だ
す
ご
く
へ
た
な
ん
だ
け
ど
、
ど
う
か
と
思
っ
て
」

受
け
取
っ
て
ほ
し
い
ら
し
く
、
達
男
へ
差
し
出
し
気
味
に
広
げ

る
。
達
男
が
黙
っ
て
い
る
の
で
、
和
美
は
う
な
だ
れ
て
そ
れ
を
元

に
し
ま
っ
た
。
和
美
は
恨
め
し
そ
う
に
依
子
を
一
瞥
し
て
か
ら
、

お
も
む
ろ
に
そ
の
場
を
離
れ
た
。

運
転
席
に
座
っ
て
か
ら
、

「
ご
め
ん
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
て
」
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三
日
に
一
度
の
割
合
で
、
依
子
は
達
男
と
会
っ
て
い
た
。
初
め

は
、
憂
さ
を
ま
ぎ
ら
す
程
度
に
呼
び
出
し
て
い
た
も
の
が
、
知
ら

な
い
内
に
父
と
張
り
合
う
気
持
ち
を
起
こ
し
て
い
た
。
何
と
か
し

て
、
父
の
掌
中
か
ら
達
男
を
引
き
ず
り
出
し
た
い
。
父
が
築
き
か

け
て
い
る
も
の
を
こ
の
手
で
壊
し
、
父
の
支
配
で
き
な
い
も
の
も

あ
る
の
を
、
実
践
で
も
っ
て
見
せ
付
け
て
や
り
た
か
っ
た
。

そ
の
た
め
に
深
夜
、
内
線
電
話
を
使
っ
て
、
離
れ
に
い
る
達
男

を
起
こ
し
も
し
た
。

同
じ
屋
敷
内
で
は
、
却
っ
て
落
ち
合
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
が

わ
か
っ
て
い
な
が
ら
、
依
子
は
わ
ざ
と
、
今
す
ぐ
会
い
た
い
、
と

駄
々
を
こ
れ
る
。
無
理
な
願
い
を
訴
え
て
困
ら
せ
る
こ
と
も
、
相

手
の
気
を
昂
揚
さ
せ
る
の
に
効
果
が
あ
る
、
と
聞
い
た
こ
と
が
あ

っ
た
。

「
僕
も
会
い
た
い
。
で
も
、
こ
こ
じ
ゃ
ど
う
に
も
で
け
ん
で
ァ
。

わ
か
る
や
ろ
」

「
わ
か
ら
ん
、
わ
か
ら
ん
」

興
奮
し
た
達
男
の
声
に
乗
せ
ら
れ
て
、
依
子
も
つ
い
方
言
が
飛

び
出
す
。

「
弱
っ
た
な
ァ
」

声
に
や
る
せ
な
い
哀
歓
が
こ
も
り
、
こ
れ
以
上
迫
る
と
、
達
男

は
真
面
目
に
忍
ん
で
来
そ
う
だ
。

「
じ
ゃ
あ
、
明
日
の
夕
方
、
会
っ
て
く
れ
る
」

楯
び
を
含
ん
だ
甘
え
声
で
、
達
男
の
こ
り
こ
り
に
膨
ら
ん
だ
気

持
ち
を
柔
ら
か
く
撫
で
、
例
の
場
所
で
待
っ
て
る
、
と
約
束
だ
け

は
き
ち
ん
と
し
て
、
切
り
上
げ
る
。

そ
の
夜
も
、
父
母
が
寝
静
ま
っ
た
頃
に
電
話
を
か
け
、
さ
ん
ざ

ん
達
男
の
心
に
大
小
の
波
を
掻
き
立
て
た
。

「
い
い
わ
、
無
理
は
よ
す
わ
。
そ
の
代
わ
り
明
日
、
待
っ
て
る
か

１
１５５
１
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冷
ん
や
り
と
し
た
外
気
が
、
シ
ャ
ツ
か
ら
は
み
出
し
た
腕
に
快

い
。
雨
が
近
い
の
か
、
巨
抱
色
の
夜
空
に
星
は
な
い
。
草
履
を
地

面
に
擦
ら
な
い
よ
う
に
、
一
足
一
足
を
大
き
く
上
げ
て
離
れ
家
へ

向
か
っ
た
。
暗
闇
の
中
に
、
人
の
輪
郭
が
や
や
白
く
浮
き
上
が
っ

て
見
え
る
。
息
を
静
め
て
近
づ
く
。

「
怖
い
こ
と
す
る
で
ァ
」

腕
が
伸
び
、
い
き
な
り
引
き
寄
せ
ら
れ
た
。
耳
た
ぶ
に
湯
気
の

よ
う
に
熱
い
息
を
感
じ
た
。
危
険
な
と
こ
ろ
で
の
抱
擁
が
、
一
一
人

の
躯
を
熱
く
し
た
。

「
僕
の
眼
中
に
は
ヨ
シ
コ
ち
ゃ
ん
し
か
い
て
へ
ん
。
あ
の
こ
に
は

悪
い
と
思
っ
た
け
ど
、
こ
れ
ば
か
り
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
も
ん

な
ァ
。
ヨ
シ
コ
ち
ゃ
ん
、
あ
ん
ま
り
僕
を
刺
激
せ
ん
と
い
て
え
な
」

達
男
の
手
が
、
依
子
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
上
に
当
た
っ
た
。
シ
ャ
ツ

の
下
に
は
、
何
も
身
に
つ
け
て
い
な
か
っ
た
。
彼
に
つ
き
ま
と
っ

て
い
る
父
を
押
し
退
け
る
よ
う
に
、
胸
元
を
彼
へ
向
け
て
突
き
出

し
た
。
達
男
の
指
は
び
く
っ
と
し
て
離
れ
、
し
か
し
す
ぐ
元
の
位

置
に
戻
り
、
次
第
に
力
を
注
い
で
き
た
。

「
今
度
、
抱
い
て
え
え
か
？
」

耳
元
で
達
男
が
瑞
ぐ
。

「
車
の
中
な
ん
て
厭
よ
」

「
ち
ゃ
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
場
所
や
っ
た
ら
、
ほ
ん
だ
ら
え
え
ん
か
」

息
遣
い
が
荒
く
な
る
彼
と
は
逆
に
、
依
子
の
頭
の
中
は
却
っ
て

冴
え
渡
っ
て
き
た
。
案
外
、
父
か
ら
達
男
を
も
ぎ
取
る
の
は
た
や

す
い
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
。
唇
を
触
れ
合
い
な
が
ら
、
虫
の

鳴
き
声
を
は
っ
き
り
聞
い
て
い
た
。

唇
が
離
れ
る
と
、
依
子
が
言
っ
た
。

「
も
う
す
ぐ
お
盆
や
ね
え
。
達
ち
ゃ
ん
も
和
美
さ
ん
誘
っ
て
、
盆

踊
り
に
行
く
ん
や
ろ
う
」

「
な
、
何
で
、
今
、
そ
ん
な
こ
と
言
う
ん
で
ァ
。
僕
は
今
、
ヨ
シ

コ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
し
か
頭
に
あ
ら
へ
ん
の
に
」

依
子
の
肩
を
両
手
で
掴
ん
だ
。
細
長
い
指
が
皮
膚
に
食
い
込
む
。

「
も
う
言
わ
へ
ん
か
、
も
う
言
わ
へ
ん
か
」

依
子
が
、
う
ん
、
と
領
く
ま
で
、
達
男
は
激
し
い
力
で
揺
す
り

続
け
た
。
八
続
Ｖ

１
１５６
１

ら
」「

ご
め
ん
、
明
日
は
」

「
だ
め
な
の
」

彼
は
答
え
な
い
。

受
話
器
を
握
っ
た
掌
が
汗
ば
み
、
パ
ジ
ャ
マ
で
拭
っ
た
。
足
元

に
お
い
た
懐
中
電
灯
の
光
に
ま
つ
わ
り
つ
く
蚊
に
、
依
子
は
い
ら

い
ら
し
始
め
て
い
た
。

沈
黙
が
続
く
間
に
、
受
話
器
が
た
だ
の
黒
い
物
体
に
見
え
、
投

げ
出
す
よ
う
に
電
話
を
切
っ
て
い
た
。

翌
日
に
な
っ
て
、
達
男
が
和
美
を
映
画
に
誘
っ
た
こ
と
を
知
り
、

依
子
は
屈
辱
を
感
じ
た
。
が
す
ぐ
に
、
自
分
よ
り
和
美
が
優
先
さ

れ
た
わ
け
は
、
達
男
の
行
動
を
支
配
で
き
る
父
で
あ
る
こ
と
に
気

付
い
た
。

数
日
前
も
達
男
と
会
い
、
別
れ
間
際
に
次
の
約
束
を
す
る
時
、

彼
は
辛
そ
う
に
口
を
結
ん
だ
。
会
う
回
数
が
増
え
れ
ば
増
え
る
だ

け
、
依
子
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
に
、
い
く
ら
心
を
奪
わ
れ

て
も
、
父
へ
の
義
理
を
失
っ
て
は
い
な
か
っ
た
の
だ
。

夜
が
深
ま
る
の
を
待
ち
く
た
び
れ
る
ほ
ど
待
っ
て
、
依
子
は
達

男
に
電
話
を
い
れ
た
。
彼
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
言
葉
は
、
依
子
の

想
像
し
て
い
た
低
姿
勢
こ
の
う
え
な
い
も
の
で
は
な
く
、
逆
に
、

僕
の
立
場
も
理
解
し
て
ほ
し
い
、
と
力
強
く
訴
え
ら
れ
た
。
そ
の

上
、
度
重
な
る
深
夜
の
電
話
が
、
い
つ
の
ま
に
か
彼
の
内
部
に
強

固
な
部
分
を
作
り
上
げ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
じ
わ
じ
わ
と
優
位
に

立
と
う
と
す
る
。

「
何
も
聞
き
た
く
な
い
わ
。
今
か
ら
そ
ち
ら
へ
行
く
か
ら
。
私
を

愛
し
て
る
な
ら
、
達
ち
ゃ
ん
も
階
下
へ
出
て
来
て
ち
ょ
う
だ
い
、

い
い
わ
ね
」

強
硬
に
言
い
放
し
て
切
っ
た
。

一
度
部
屋
へ
戻
り
、
・
ハ
ジ
ャ
マ
か
ら
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
ジ
ー
パ
ン
に

着
替
え
た
。
部
屋
を
ま
た
そ
っ
と
出
て
、
そ
の
ま
ま
静
か
に
勝
手

口
へ
降
り
た
。
気
持
ち
を
静
め
て
鍵
を
外
し
た
。
扉
を
引
き
開
け

る
時
、
き
り
き
り
と
レ
ー
ル
の
音
が
し
た
。
後
ろ
を
振
り
返
っ
て

見
た
。
躯
が
横
に
な
っ
て
通
れ
る
だ
け
開
き
、
外
へ
滑
る
よ
う
に

出
た
。
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